
はじめに

ソロ出かせぎ送り出し圏からの出かせぎ

――中ジャワ州ウォノギリ県ジャティプルノ郡の

事例――

ジャティプルノ郡Ａ村での出かせぎ先・出かせぎ

業種にかんする調査

出かせぎの「ポートフォリオ・セレクション」

――出かせぎ家族の家系図――

むすび

は じ め に

モノ売りをふくむ，インドネシアの「イン

フォーマル・セクター」 にかんする実証研

究は，「都市のなかのムラ」 の概念をもって，

家族や友人や知人を頼って出かせぎがおこなわ

れるため，出身地と出かせぎ業種との間に高い

相関関係があるという連鎖移動 論［Hugo
 

1977など］を踏まえて進められてきた。ヒュー

ゴが説明するとおり，たくさんの地方（とくに

農村）の出身者が「インフォーマル・セク

ター」に従事し，彼らは出かせぎ先の都市に定

住する場合もあれば，頻繁に出かせぎ先と出身

地とを往復する（循環型移動をする，一時的移動

をする）場合も多い。実質的な経済成長や発展

をともなわない都市が農村からの流入者を受け

入れて貧困を分かち合う，都市インヴォリュー
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インフォーマルな，しかしインテンシブな聞き取りにもとづいて，中ジャワ州ウォノギリ県東部の

棚田地帯に属するジャティプルノ郡Ａ村から発生する，モノ売りとしての出かせぎを詳細に追うなか

で，出かせぎ先やそこでの出かせぎ商売の多様性を具体的に提示するとともに，地縁・血縁が村びと

の出かせぎ先・出かせぎ商売の選択に果たす役割を考察する。

「インフォーマル・セクター」で活動する出かせぎモノ売りが論じられる場合，厳しい経済社会環

境が待ち構える出かせぎ先（とくに都市部）で生き残る手段として，地縁・血縁がしばしば強調され

てきた。こうしたつながりが存在するのは，確かである。しかしもう一歩踏み込んで，そのつながり

の性質を調べてみると，出かせぎモノ売りにこれまでとは違った印象を抱くことになる。すなわち，

家族的紐帯にただぶら下がっているわけではなく，自立的・戦略的に立ち回る，積極的な出かせぎモ

ノ売り像が浮かび上がってくる。
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研究ノート

地縁・血縁にもとづく連鎖移動論を乗り越えて

――中ジャワ州ソロ地方出身のモノ売りの事例から――



ションが起こっていると分析したのは，Evers

（1975）である。

本稿では，中ジャワ州ソロ地方 の特定地

域の出身でインドネシア各地へ出かせぎをおこ

なってきた人びとにたいする聞き取りをもとに，

出かせぎにおける地縁・血縁の役割にまつわる

従来型の説明を批判的に検証し，「インフォー

マル・セクター」従事者，とくにモノ売りを都

市インヴォリューションの枠組みで眺めること

を見直していく。

これまで，出かせぎ経済活動に果たす地縁・

血縁の重要性から，連鎖移動・連鎖就職が発生

し，出かせぎ先や出かせぎ業種の選択において

インヴォリューション的な状況が発生するとみ

られてきた。それは，先行研究が採用した調査

方法に，出かせぎ者を取り巻く地縁・血縁が強

調される要素が多くふくまれていたことが一因

のように思われる。たとえば，ある人の出かせ

ぎにかんする調査をおこなう場合，その人の特

定時点における出かせぎのみをあつかい，その

過去をほとんど問わず，これまで何回出かせぎ

先や出かせぎ業種を変えているのかいないのか

についての検証が，十分になされてきたとは言

えない 。だれの伝手（叔父の伝手か，伯父の

伝手か，母方の伝手か，父方の伝手か，隣村のだ

れの伝手かなど）をもちいて，いつからどこへ

出かせぎに行くようになったか，地縁・血縁の

内訳やその実際の使い方が詳述されたこともあ

まりない 。

結論から述べれば，ここを精査しないかぎり，

出かせぎ研究はたいてい，地縁・血縁にもとづ

く単純な連鎖移動論に絡めとられてしまう。そ

の理由は，特定時点における特定個人の出かせ

ぎ先や出かせぎ業種の選択は，ごく表面的には

特定の家族成員や友人に依存しておこなわれて

いるようにだけ映ってしまうからである。とこ

ろが，その選択がどのようにおこなわれている

かを具体的に確認するにつれ，ある人に与えら

れている選択肢の幅が思いのほか広いこと，そ

して選択の変更はかなり頻繁におこなわれてい

ることに気がつく。

ある時点でおこなわれているモノ売りの出か

せぎは，一瞥したときに単純な連鎖移動や連鎖

就職にみえるから，同郷人との村落共生メカニ

ズムを保持することによって，出かせぎ先での

商売や生活を保障しようとするという都市イン

ヴォリューション的なモノ売り像につながる。

地縁・血縁を検証しながら，このようなモノ売

りにたいする見方を今一度振り出しに戻すこと

が，本稿の目的である。聞き取りのなかで，出

かせぎモノ売りは，状況に応じて合理的かつ戦

略的に出かせぎ先や出かせぎ業種を選択してい

る事実を数多く発掘した。ある一時点の出かせ

ぎ様式（本稿では，出かせぎ先と出かせぎ業種に

しぼる）の選択をあつかって，単純化されたモ

ノ売り像を切り取るのでなく，細かな個人史を

拾い上げつつ，当該個人が自分の出かせぎ経済

活動を長期的にどのように切り盛りしているか，

その過去も，未来への予想もふくめて，総体的

に出かせぎモノ売り像を観察する。

同郷会や同業者の組合など，出かせぎ先に形

成された出かせぎ者グループに着目する調査が

ある［加藤 1983；山下 1986など］。これらの調

査によって，特定出かせぎ先における特定集団

の経済活動も明らかにされてきた。とはいえ，

家族主義や集団意識そのものを出発点とし，同

郷意識を基盤とする家族的紐帯の存在を前提と

する同郷会の研究は，特定集団の出かせぎ研究
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そのものとはやや性質を異にする。出かせぎ研

究においては，出かせぎ先での特定集団にたい

して，家族的紐帯が機能しているのかいないの

か，あるいはどの程度どのように機能している

かを問うことも重要である。

ある地方の村びとが農業以外の分野において

生活の糧を探さざるを得なくなり出かせぎをお

こなうことは，緑の革命 以降，農業の機械

化や農業にまつわる人間関係の商業化によって

初めてもたらされた現象ではない。緑の革命は，

農村の余剰労働力を都市へ押し出した大要因の

ひとつではある［村井 1977；関本 1980；米倉

1986；加納 1988など］。しかしそれ以前に，特

定地域からの労働力流出はすでに頻繁に生じて

いた点に注目して出かせぎモノ売りの経済活動

は語ることができるし，語られなければならな

い。

自由主義経済を標榜し，インドネシア国家を

挙げて工業化や産業化を推進する開発の時代

（1960年代末に始動する開発５カ年計画など，

当時のスハルト大統領に主導される開発政策の

時代）のなかで，①「フォーマルな」就業機会，

あるいは「フォーマル・セクター」に付随する

工場労働や建設現場での労働，そしてそれらの

需要を見越したモノ売りとしての「インフォー

マルな」経済機会が増えてきたこと，②交通手

段の整備，③(マスメディアが発信するものも，

出かせぎ先発組としての親族・知人がもたらすも

のもふくめて）出かせぎ先にたいする情報が増

えてきたことなどは，一般に地方から都市への

出かせぎ活動を促進した。このような「開発の

恩恵」のなかに登場する出かせぎ集団は数多く

ある 。緑の革命で農村を押し出され，1960

年代末からの「開発の恩恵」のなかで都市に流

れてきて，そこで開発の波に翻弄されながら生

きるモノ売りたちを，村井（1978），福家

（1986），Jellinek（1991），Murray（1994）など

が描いている。ソロ地方出身のモノ売りたちに

よる出かせぎも，国家主導の経済開発とそれに

ともなう「インフォーマル・セクター」の肥大

化の影響を受けて変容を遂げてきた。とはいえ，

国を挙げての経済開発政策が推進されたり，第

三世界の都市労働力をよりよく把握する目的で，

国際労働機関（ILO）によって「インフォーマ

ル・セクター」という用語が生み出される数十

年前から，同地方出身者の出かせぎ経済活動は

始まっている 。

本稿は，ソロ地方に属する特定地域からモノ

売りとしての出かせぎをおこなう人びとが，ど

のような理由によって出かせぎ先や出かせぎ業

種を選択しているか，その選択の際に，地縁・

血縁はどのように，どの程度機能しているのか

を分析する研究である。調査は2001年１月か

ら段階的に開始され，2002年10月～07年９月

の期間，ほぼ連続的にインドネシア・ジョグ

ジャカルタ特別州スレマン県に滞在して集中的

におこなった。質問票をもちいないインフォー

マルな聞き取りが中心であった 。単独の出

かせぎ先，あるいは単独の出かせぎ送り出し村

ではなく，インドネシア全土を視野に入れて複

数の出かせぎ先 ，あるいはソロ地方のなか

でひとつの圏をなしている複数の出かせぎ送り

出し村をあつかい，各地で間歇的な調査を繰り

返した 。

ソロ地方においては，ジャワ島各地のみなら

ずインドネシア全土の各地へ特定販売物をあつ

かうモノ売り（ジャムー 売り，バッソ 売

り，鶏そば売り，アイスクリーム売り，焼きそ
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ば・焼きめし売り，ジャワ風そば売り，サウト

売り，プトゥ 売り，おもちゃ売り，たばこ売

りなど）を生み出すひとつの圏（これをソロ出

かせぎ送り出し圏と命名する）が存在することが，

聞き取りによってまず明らかになった。同圏か

らモノ売りとして出かせぎに行く人びとは，イ

ンドネシアの「インフォーマル・セクター」に

おいて数で際立っている 。

本稿の構成にかんして，まず第 節において

ソロ出かせぎ送り出し圏にふくまれる中ジャワ

州ウォノギリ県ジャティプルノ郡を事例に，出

かせぎ経済活動がさかんになった背景を説明す

る。第 節では，筆者がおこなったフィールド

ワークにもとづき，ジャティプルノ郡Ａ村から

の出かせぎ者数，出かせぎ業種，出かせぎ先な

どにかんするデータを提示しながら，同村から

の出かせぎを精査する。さらに，いくつかの家

系図をもちいて，ジャティプルノ郡Ａ村をふく

むソロ出かせぎ送り出し圏の出身であるモノ売

りたちが出かせぎ先や出かせぎ業種をどのよう

に選択しているかを分析したのが，第 節であ

る。

ソロ出かせぎ送り出し圏からの

出かせぎ

――中ジャワ州ウォノギリ県

ジャティプルノ郡の事例――

１．棚田地方

ソロ出かせぎ送り出し圏からどのようにモノ

売りとしての出かせぎが発生しているか，その

出かせぎにたいして地縁・血縁はいかなる役割

を果たしているかを，最初に確認する。同圏の

東部に位置する中ジャワ州ウォノギリ県東部

ジャティプ ル ノ 郡 Ａ 村（kelurahan  A,

kecamatan Jatipurno, kabupaten Wonogiri,

JATENG）でおこなった調査（2001年３～４月

の約１カ月間，同村に住み込みで実施した調査が

中心）をもとに，以下，論を進めていく。

ジャティプルノ郡は，ウォノギリ県の東部に

位置する（図１「ジャティプルノ郡周辺図」を参

照）。同郡の総面積は5546.4ヘクタール，ウォ

ノギリ県で２番目に小さな郡である。ジャティ

プルノ郡の郡役場は，ウォノギリ県の県庁所在

地から州道を約30キロ東へ進んだジャティス

ロノ（kecamatan Jatisrono）の町を，北に約３

キロ入ったところにある。ジャティプルノ郡に

属するほとんどの村は，標高500メートル以上

であり，1000メートル以上の山地帯をふくん

でいる。

隣接するジャティスロノ郡，ギリマルト郡

（kecamatan Girimarto），ス ロ ゴ イ モ 郡

（kecamatan Slogohimo），ブ ル ク ル ト 郡

（kecamatan Bulukerto）と並んで，ジャティプ

ルノ郡には，棚田の景観が見られる。やせた山

地であるとはいえ，村びとはこうした土地を農

業，とくに水田耕作に利用してきた。現在，

ジャティプルノ郡や隣接諸郡の棚田地帯には，

同じ様式のモノ売りとしての出かせぎ慣行が存

在している。

聞き取りから，ウォノギリ県東部の村びとは，

早くは1950年代から，そして70年～80年代

をピークに，ウォノギリ県と西北で接するスコ

ハルジョ県に属する平地のングトゥル郡周辺へ

と農業労働に誘われていったことがわかってい

る。

モノ売りとして出かせぎに行くようになる前，
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シドハルジョ郡と隣り合わせのギリマルト郡

からも，ングトゥル郡に農業労働者として出

かせぎに行く人がたくさんいた［2001年12

月15日，中ジャワ州ウォノギリ県シドハルジョ

郡出身のパリヤンティさん（女性，60歳代）へ

の聞き取り］。

1972年～73年にかけて，スコハルジョ県ン

グトゥル郡で水田耕起（荒起し，耕耘，田な

らし）の作業をしていた。ングトゥル郡で農

業労働者として一日働くと，200ルピアをか

せぐことができた。当時，近所の友人たちで

誘い合って，こぞってングトゥル郡に農業労

働に出かけていったものである［2004年２月

18日，中ジャワ州ウォノギリ県ジャティプルノ

郡Ａ村の出身のサルディさん（男性，40歳代）

への聞き取り］。

1970年代，ウォノギリ県ジャティプルノ郡

界隈には，スコハルジョ県ングトゥル郡へ農

業労働に出かける人がたくさんいた。なかで

も，すでにスマトラ島やスラウェシ島など外

ジャワへのモノ売りとしての出かせぎを経験

し，経済的に裕福なングトゥル郡出身者の家

へ誘われ，農業労働者になることが多かった。

農業労働者としてばかりでなく，石工，木工，

建設現場工としてングトゥル郡へ雇われてい

く人もいた［2005年７月10日，東ジャワ州マ

図１ ジャティプルノ郡周辺図

(出所）筆者作成。
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ラン県にて，鶏そば売りのストゥさん（中ジャ

ワ州ウォノギリ県ジャティプルノ郡Ａ村の出身，

男性，40歳代）への聞き取り］。

ジャティプルノ郡からスコハルジョ県ング

トゥル郡に農業労働者として出かける人が増

えてきたのは，1970年以降である。妹のサ

キイェム，甥のストゥ，姪のカルティも，頻

繁にングトゥル郡に農作業に出かけていた

［2007年６月20日，中ジャワ州ウォノギリ県

ジャティプルノ郡Ａ村の出身のサティナさん

（女性，60歳代）への聞き取り］。

前掲の図１にみるとおり，スコハルジョ県ン

グトゥル郡（kecamatan Nguter,kabupaten Su-

koharjo, JATENG）は，ウォノギリ県の県庁所

在地の北側に位置し，棚田地帯からソロ市の方

向に州道を進むこと，およそ40～50キロのと

ころにある。ングトゥル郡はジャワ最長の川ブ

ンガワン・ソロ（Bengawan Solo）に面し，こ

の川を介してウォノギリ県に接している。1981

年にガジャ・ムンクル（Gajah Mungkur）ダ

ム が完成したことによって，長年苦しんだ

水害から解放された。ダムの完成によってング

トゥル郡周辺の稲作は，外からの農業労働力に

ますます依存するようになったが，ングトゥル

郡における郡外の農業労働力にたいする需要は，

先に示したとおり1980年代以前から生じてい

る。すなわち，ダムができるずっと前からング

トゥル郡の人びとは，郡での農業よりもモノ売

りとしての出かせぎを志向してきたのである。

父は1930年ごろすでに，東ジャワ州ンガ

ウィ県にアイスクリーム売りとして出かせぎ

に行っていた。わたしが子どものとき（1950

年前後），父の所有する水田は３枚あった。

出かせぎ中の父や兄に代わって，プルワント

ロ郡やジャティスロノ郡などウォノギリ県東

部から農業労働者を雇って，これらの水田は

耕作された。水田耕起（荒起し，耕耘，田な

らし）の時期にはいつも，ウォノギリ県から

やってきた農業労働者たちが１週間ほど家に

寝泊りしていたので，昔のことはよく覚えて

いる［2007年７月４日，中ジャワ州スコハル

ジョ県ングトゥル郡にて，アイスクリーム売り

をしていた人（故人）の娘マリクムさん（同郡

の出身，女性，60歳代）への聞き取り］。

ウォノギリ県東部棚田地帯の出身者が地形的

に厳しい山地を階段状に切り拓き，苗を大切に

あつかって田植えをする技能や，彼らの仕事に

たいするまじめさは，ングトゥル郡周辺におい

て評価が高かった。ングトゥル郡周辺の水田所

有者は，「ウォノギリ県東部の出身者に，自分

の水田で働いてほしい」と思い，ウォノギリ県

東部から農業労働者を次々にスカウトする。こ

うした評判に加え，農業労働者たちから「ウォ

ノギリ県東部の出身村に有閑労働力が多い」と

の情報も耳にして，スコハルジョ県ングトゥル

郡周辺の水田所有者たちは，ウォノギリ県東部

の出身者をモノ売りとしての出かせぎにも誘う

ようになった。

ウォノギリ県東部やカランアニャル県の出身

者は，（モノ売りとして各地へ出かせぎに行く

前に）まずスコハルジョ県ングトゥル界隈で

農業労働者になった。なぜなら，ウォノギリ

東部やカランアニャルのなかには，土地が狭
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い上に，やせているところも多く，そこだけ

を耕しても，その土地の村びとたちは食うに

困ったからである。しかし，悪条件の水田耕

作地に慣れた彼らの農作業は，概して丁寧

だったので，ングトゥル郡出身の水田持ちの

人びとは，彼らを農業労働者として自分のと

ころで雇うようになった。1950年代にはす

でに，数多くのウォノギリ県東部出身者がン

グトゥル郡に入ってきて，水田耕起（荒起し，

耕耘，田ならし）の作業などに従事した。田

植えや稲刈りをする女性農業労働者もいた。

農業労働者たちは，やがて出かせぎモノ売り

であるングトゥル郡出身者との間に分益制を

敷いて，ングトゥル郡出身者の子分として，

インドネシア各地に散らばる出かせぎ先へと

誘われていくようになった［2007年６月11

日，中ジャワ州スコハルジョ県ングトゥル郡に

て，かつてアイスクリーム売りとして南カリマ

ンタン州バンジャルマシンと南スラウェシ州マ

カッサルへ出かせぎに行っていたジャラルさん

（同郡の出身，男性，60歳代）への聞き取り］。

すなわち，ウォノギリ県東部棚田地方の出身

者の農作業にたいする辛抱強さと丁寧さは，他

地域の人びとの関心を呼び，初めは農業労働者

としてスコハルジョ県ングトゥル郡周辺へ誘わ

れ，のちにインドネシア全土に散らばるモノ売

りとしての出かせぎにも誘われる形で，新しい

経済機会の獲得につながっていく。現在，スコ

ハルジョ県ングトゥル郡に農業労働に出かける

ウォノギリ県東部棚田地方の出身者はほとんど

いなくなり ，多くはインドネシア各地に向

かってモノ売りとしての出かせぎをおこなって

生計を立てている。

精魂込めて切り拓いた土地に執着するウォノ

ギリ県東部棚田地帯の人びとは，村と出かせぎ

先とを往復するくらしを途切れることなく続け

る。スコハルジョ県ングトゥル郡の人びとの圧

倒的多数も，出かせぎモノ売りを引退すると，

出身村に戻る。このような循環型移動（一時的

移動）を，彼らソロ出かせぎ送り出し圏のこと

ばでボロ（mboro) という。出かせぎで得

た収入によって出身村に土地と家を新しく購入

したい，と同圏出身者はつねに願っている。ど

んなに遠くで長期間出かせぎを続けていても，

自分の人生を出身村と切り離す気はない。

ソロ地方の出身者の多く，とりわけスコハル

ジョ県とウォノギリ県の出身者は，食いぶち

を探しにどこへでも出かけていくが，自分が

帰るべき場所は，ソロ地方の出身村であると

いう思いを生涯持ちつづける［2003年８月12

日，東ジャワ州ルマジャン県にて，緑豆ぜんざ

い売りのスカルディさん（中ジャワ州スコハル

ジョ県ングトゥル郡の出身，男性，70歳代）へ

の聞き取り］。

２．中ジャワ州ウォノギリ県ジャティプルノ

郡Ａ村の農業経済

Ａ村へは，棚田を両脇に眺めながら，ジャ

ティプルノ郡の郡役場から北東に約７キロ，起

伏の激しい小道をバイクで20分ほど走る。こ

こを行く定期乗り合いバスはない。Ａ村の総面

積は，257.1ヘクタール（ジャティプルノ郡の総

面積の4.6パーセント）である。うち，水田が

59.9ヘクタール（Ａ村の総面積の23.3パーセン

ト），畑地が77.4ヘクタール（同30.1パーセン

ト），宅地が107.8ヘクタール（同41.9パーセ
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ント）を占めている。村は４つの集落（Ｍ集落，

Ｎ集落，Ｓ集落，Ｍ’集落）から構成され，４集

落はさらに６町内会14隣組に細分される。

2001年度の村の総人口は，2599人（男性1203

人，女性1396人）であり，人口密度は１平方キ

ロメートル当たり1010.9人であった。村全体

には465世帯あり，１世帯は平均5.6人である。

15歳以上60歳未満の生産労働人口は1439人

で，村の総人口の55.4パーセントに当たる。

村役人は，村長と書記をふくむ７人と各集落長

４人の，合計11人である。彼らには，給与の

代わりに，村でもっとも農業に適した場所に職

田が与えられている。Ａ村には，公務員12人，

教員24人，公務員・軍人を退職した年金受給

者８人がいる。そのほか，農業とごくわずかな

小ビジネス をのぞけば，とくに村での就業

機会があるわけではない。

村の農業人口は，413人（村の総人口の15.9

パーセント）である。なかでも村に腰を据えて

農業を営む世帯の主力には，生産労働人口から

はみでた60歳以上の人びとが多い。生産労働

人口のなかには，季節的に稲作にかかわる人び

とがふくまれているが，彼らの主たる生業は農

業ではない。村の農業人口のうち，水田持ちあ

るいは借地で稲作をおこなっている人が178人

（村の農業人口の43.1パーセント），水田なしの

農業労働者が235人（同56.9パーセント）いる。

水田持ちであっても，平均的には0.25～0.30

ヘクタールの広さほどしか所有していない。こ

うした零細経営規模は，王侯領時代におけるこ

の地方の土地分割史に由来する 。この地方

で両親の財産（家屋敷や水田など）を相続する

のは，一般的にいちばん年少の娘である。そし

てその跡取り娘が両親の最期を看取る。あるい

はいちばん年少の娘でなくても，両親を看取る

子どもが親の財産を相続する。水田持ちの世帯

であっても，その水田は0.30ヘクタール内外

で，それ以上分割できない規模であるため，兄

弟姉妹で親の水田を分割相続するケースはほと

んどみられない。このようにして，同地の多く

の人びとは基本的に耕作地なしの状態で放り出

されるからこそ，村の農業以外のところに生計

手段を見つけ出す必要がある。多くの村びとが

スコハルジョ県ングトゥル郡界隈に農業労働者

として出かせぎに行くことを強いられたのも，

出身村に耕作地を持たなかったことに起因して

いる。

棚田を作って細々と耕すか，バクル（bakul，

零細商人）として，コメ，ココヤシの実，カ

シューナッツ，丁子など地元の農産物を小規模

ながら取引きするか，農業労働者としてスコハ

ルジョ県ングトゥル郡などに出かせぎに行くか，

またはそれらを複合的におこなうことによって，

ウォノギリ県東部棚田地帯の村びとは長く生計

を立ててきた。そうしてどうにか食べつないで

いくだけであった地域生業史は，ングトゥル郡

界隈で農業労働者になったことの「副産物」と

して獲得した，モノ売りとしての出かせぎ慣行

によって一転した。

ジャティプルノ郡Ａ村での出かせぎ

先・出かせぎ業種にかんする調査

１．Ａ村からの出かせぎ者数

Ａ村の村役場が把握している出かせぎ者の数

は，Ｍ集落で104人（男性68人，女性36人），

Ｎ集落で96人（男性62人，女性34人），Ｓ集

落で78人（男性35人，女性43人），Ｍ’集落で
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95人（男性54人，女性41人）の，合計373人

である。これは，村の総人口の14.4パーセン

ト，また村の生産労働人口の25.9パーセント

に当たる。村役場には，だれがいつごろからど

こへ出かせぎに行っているのか，具体的な記録

は残されていなかった。

中央統計局（BPS）のウォノギリ県支部が発

行した『2005年版 数字でみるウォノギリ県』

のなかに，ウォノギリ県からのボロ（循環型移

動）にかんする記述がある。2005年度，ウォ

ノギリ県の総人口は112万1454人であり，う

ち県外，とりわけ都市部へ出かせぎに行く人は，

11万3093人（ウォノギリ県の総人口の10.1パー

セント）いたとされている 。また，県内で

もっとも出かせぎ人口の多い，県北部に位置す

るセロギリ郡（kecamatan Selogiri, kabupaten
 

Wonogiri, JATENG）では，7648人（ウォノギ

リ県の出かせぎ総数の6.8パーセント）が県外の

都市部に流出していたとある。

Ａ村にある14隣組を歩き，もう少し詳しい

情報を集めてみた。すると，実際には，図２

「Ａ村における集落別出かせぎ者数」のとおり，

Ｍ集落で86世帯181人（男性108人，女性73

人），Ｎ集落で82世帯183人（男性107人，女

性76人），Ｓ集落で52世帯106人（男性63人，

女性43人），Ｍ’集落で69世帯142人（男性82

人，女性60人）と，合計289世帯612人が出か

せぎ中であることが判明した。これは，村役場

が把握している出かせぎ者総数（373人）の

164.1パーセントにあたる数字である。Ａ村全

体でみると，村の全世帯数の62.2パーセント

から，総人口の23.5パーセント，あるいは生

産労働人口の42.5パーセントが出かせぎをお

こなっている。14隣組の間で，出かせぎ世帯

数のばらつきがあり，全世帯数の33.3パーセ

ントしか出かせぎに行っていない隣組から，そ

の89.7パーセントが出かせぎに行っている隣

組まで，いろいろある。集落ごとにまとめれば，

Ｍ集落の51.1パーセントの世帯，Ｎ集落の

59.0パーセントの世帯，Ｓ集落の72.2パーセ

ントの世帯，Ｍ’集落の78.4パーセントの世帯

から，各世帯少なくともひとりの出かせぎ者が

いた。

水田所有状況と出かせぎとの関係に触れてお

くならば，水田所有率の低い隣組ほど出かせぎ

世帯率が高い傾向，言い換えれば，農外所得を

求めて水田非所有世帯がより多く出かせぎに

行っている傾向は，少なくともＡ村を対象とし

た手持ちのデータに表れていない。今のところ，

(出所）筆者の聞き取りにより作成。

図２ Ａ村における集落別出かせぎ者数

表１ Ａ村の特定隣組における水田非所有率と

出かせぎ世帯率

全世帯数に占

める水田非所

有世帯率

同出かせぎ

世帯率

Ｍ集落第４隣組 92.30％ 66.70％

Ｎ集落第１隣組 73.70％ 53.60％

Ｎ集落第２隣組 36.00％ 64.00％

Ｎ集落第３隣組 78.90％ 81.60％

Ｎ集落第４隣組 73.70％ 39.50％

Ｓ集落全体 72.00－76.00％ 72.40％

(出所）筆者の聞き取りにより作成。
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表１「Ａ村の特定隣組における水田非所有率と

出かせぎ世帯率」にみるとおり，土地所有状況

と出かせぎとの関係を，はっきりと説明するこ

とはできない。

Ｎ集落第２隣組の場合，全25世帯のうち16

世帯（Ｎ集落全世帯数の64パーセント）が水田

所有世帯であり，16世帯（同64パーセント）

が出かせぎ世帯である。つまり，水田を所有し

ていながら出かせぎ者を輩出する世帯が存在す

るにせよ，隣組長の話によると，出かせぎ者を

輩出していない世帯のほとんどは，水田所有世

帯である。しかし，表１でみるかぎり，水田非

所有世帯率と出かせぎ世帯率に明らかな相関関

係はない。おそらく，水田保有世帯であっても

収穫したコメは自家消費（村落内での度重なる

冠婚葬祭や共食儀礼への寄付をふくむ）すればな

くなってしまうほどの規模で農業がおこなわれ

ているＡ村では，貴重な現金収入稼得機会を求

めて，水田保有世帯も非保有世帯も同様に，モ

ノ売りとして出かせぎをおこなわざるを得ない

という解釈が成り立つ。

前述のとおり，もともと水田なし層がスコハ

ルジョ県ングトゥル郡周辺に農業労働者として

出かけたことを契機として，Ａ村をふくむウォ

ノギリ県東部にングトゥル郡周辺の出かせぎ慣

行が波及した。そしてこの慣行は，水田なし層

ばかりでなく，水田持ち層にも等しく浸透して

いる。

２．Ａ村からの出かせぎ業種と出かせぎ先

出かせぎ業種をみると，図３「Ａ村からの出

かせぎ者数（業種別）」のとおり，612人の出か

せぎ者のうち，179人（村からの出かせぎ者総数

の 29.2パーセント）がジャムー売り，161人

（同26.3パーセント）がバッソ売り，59人（同

9.6パーセント）が建設現場工，38人（同6.2

パーセント）が各種アイスクリーム・かき氷売

り，33人が家事手伝い（同5.4パーセント），30

人（同4.9パーセント）が鶏そば売り，21人

（同3.4パーセント）が緑豆ぜんざい売りなどに

なっている。

図４「Ａ村からの出かせぎ者数（出かせぎ先

別）」で出かせぎ先をみると，ジャカルタ119

人（村からの出かせぎ者総数の19.4パーセント），

西スマトラ州パダン91人（同14.9パーセン

ト），東ジャワ州マラン87人（同14.2パーセン

ト），南スラウェシ州マカッサル67人（同10.9

図３ Ａ村からの出かせぎ者数（業種別)

(出所）筆者の聞き取りにより作成。

図４ Ａ村からの出かせぎ者数（出かせぎ先別)

(出所）筆者の聞き取りにより作成。
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パーセント），南スラウェシ州タナ・トラジャ

47人（同7.7パーセント），南スマトラ州バンカ

島パンカル・ピナン41人（同6.7パーセント），

西カリマンタン州ポンティアナッ21人（同3.4

パーセント），南スマトラ州ブリトゥン島18人

（同2.9パーセント），東ジャワ州スラバヤとブ

ンクル州ブンクル周辺に各13人（同2.1パーセ

ント），南スマトラ州バトゥラジャ10人（同1.6

パーセント）などである。たとえばパダンへ出

かせぎに行っているといっても，村からの出か

せぎ者全員がパダン市に集中しているわけでな

く，多くの郡村をふくむパダン市の数十キロ圏

に広く散らばっている。外国へ働きに出ている

のは，台湾に行っている女性１人（家事手伝い）

とマレーシアに行っている男性２人（建設現場

工）だけである。

もう少し詳しくみていくと，集落ごとに出か

せぎ先にたいするはっきりとした特徴があるこ

とがわかる。図５「Ａ村からジャカルタへの出

かせぎ者数（集落別）」のとおり，ジャカルタ

へ出かせぎに行くのは，主にＭ集落（47人。村

からジャカルタへ出かせぎに行く人の39.5パーセ

ント）とＮ集落（50人。同42.0パーセント）の

人びとである。また，図６「Ａ村からマラン県

への出かせぎ者数（集落別）」のとおり，マラ

ン県へ出かせぎに行くのも，同じく主にＭ集落

（41人。村からマラン県へ出かせぎに行く人の

47.1パーセント）とＮ集落（43人。同49.4パー

セント）の人びとである。この２集落からマラ

ン県へ出かせぎに行く人は，村からマラン県へ

出かせぎに行く人の96.6パーセントを占める。

そのほか，村からブリトゥン島へ出かせぎに

行っている18人は，すべてＭ集落の出身で

あった。しかも，そのうち15人（村からブリ

トゥン島へ出かせぎに行く人の83.3パーセント）

が，Ｍ集落第４隣組から出ている。パンカル・

ピナンへ向かう大半も，Ｍ集落の出身者（29人。

村からパンカル・ピナンへ出かせぎに行く人の

70.7パーセント）であった。さらに，Ｍ集落の

うち第３，第４隣組からのみ，パンカル・ピナ

ンへの出かせぎがあり，第１，第２隣組からは

まったくない。第１，第２隣組からの出かせぎ

は，マラン県（Ｍ集落からマラン県へ出かせぎに

行く人の68.3パーセント。村からマラン県へ出か

せぎに行く人の32.2パーセント）に集中してい

る。あるいは彼らは，ジャカルタ（Ｍ集落から

ジャカルタへ出かせぎに行く人の55.3パーセント。

村からジャカルタへ出かせぎに行く人の21.8パー

セント）に向かうことが多い。スラバヤへの出

かせぎ組の筆頭は，Ｎ集落の出身者（村からス

(出所）筆者の聞き取りにより作成。 (出所）筆者の聞き取りから作成。

図５ Ａ村からジャカルタへの出かせぎ者数

（集落別）

図６ Ａ村からマラン県への出かせぎ者数

（集落別）
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ラバヤへ出かせぎに行く人の84.6パーセント）で

ある。バンドゥンへ出かせぎに行くのも，同じ

くＮ集落の出身者（村からバンドゥンへ出かせぎ

に行く人の83.3パーセント）である。バトゥラ

ジャへ向かっている全員が，Ｓ集落の出身者で

ある。しかもＳ集落第３隣組からの出かせぎ者

である。マカッサルへ出かけていく大半も，Ｓ

集落の出身者（村からマカッサルへ出かせぎに行

く人の62.7パーセント）である。なかでも，Ｓ

集落第１隣組（村からマカッサルへ出かせぎに行

く人の44.8パーセント）からの出かせぎが圧倒

的である。ポンティアナッへ出かけるＳ集落の

出身者（村からポンディアナッへ出かせぎに行く

人の47.6パーセント）も多い。うちＳ集落第３

隣組から出発する人（村からポンティアナッへ出

かせぎに行く人の33.3パーセント）が目立つ。

アチェへ向かったＳ集落の出身者は，４人いる。

Ａ村からパダン，タナ・トラジャ，ポンティア

ナッへ出かせぎに行く人びとの多数派，あるい

はボゴールとバリッパパンへ出かせぎに行く全

員がＭ’集落の出身者である。彼らは，村から

パダンへ出かせぎに行く人の47.6パーセント，

村からタナ・トラジャへ出かせぎに行く人の

76.6パーセント，村からポンディアナッへ出

かせぎに行く人の47.6パーセントを占める。

このように，ある一時点の調査であり，県別

という大まかな出かせぎ先の仕分けによるが，

調査の結果が示すのは，同郷内で出かせぎ慣行

が伝播し，連鎖移動が発生することである。し

かも，隣組などかなり狭いグループで，出かせ

ぎ先が固まっていたり，隣り合わせに住む親族

同士が誘い合って出かせぎに行ったりする状況

が，確かに表れている。

３．Ａ村から東ジャワ州マラン県への

出かせぎ

上でみてきたとおり，親族あるいは隣組など，

ごく親しい関係の出かせぎネットワークが機能

しているために，村びとたちにとって地縁・血

縁が基盤となり，村落制度がそのまま出かせぎ

先に持ち込まれる印象が，自然に通用している。

そして「都市のなかのムラ」ができるという文

脈で，出かせぎは語られてきた。果たしてそう

であろうか。ここでは，特定集落や特定隣組か

らの出かせぎをもう少し詳しく分析する。

Ａ村全体で，マラン県へ出かせぎに行く人は

87人いて，それは村から全国に送り出される

出かせぎ者総数のうちの14.2パーセントを占

める。表２「Ａ村各集落からのマラン県各郡へ

の出かせぎ者数」にみるとおり，マラン県へ向

かう人には，Ｍ集落（41人。村からマラン県へ

出かせぎに行く人の47.1パーセント）とＮ集落

表２ Ａ村各集落からのマラン県各郡への

出かせぎ者数（人）

Ｍ集落 Ｎ集落 Ｓ集落Ｍ’集落

スンブルプチュン 1 0 0 0

クパンジェン 0 5 0 0

パキサジ 11 2 0 0

クボンアグン 0 2 0 0

トゥレン 4 10 0 0

ブルラワン 0 2 1 0

パキス 4 10 0 0

トゥンパン 2 2 2 0

シンゴサリ 15 2 0 0

ラワン 4 2 0 0

ブヌル(マラン市内) 0 4 0 0

ノンコジャジャル 0 2 0 0

合計 41 43 3 0

(出所)筆者の聞き取りにより作成。

(注)厳密には，ノンコジャジャルは，マラン県に隣

接するパスルアン県に属する郡である。
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（43人。同49.4パーセント）の出身者がとくに

多い。この２集落からマラン県へ向かう人は，

村からマラン県へ出かせぎに行く人の96.6

パーセントを占めると，先にも述べた。しかし，

彼らがみな一斉にマラン県の一カ所を目指して

いるわけではない。

Ｍ集落第１，第２隣組の人びとはマラン県の

シンゴサリ郡へ，あるいはＭ集落第２隣組の人

びとは，第３，第４隣組の人びととともに，マ

ラン県のパキサジ郡へ出かせぎに行く。Ｎ集落

第２，第３隣組の人びとは，マラン県パキス郡

へ出かせぎに行く。あるいは，マラン県のトゥ

レン郡に向かう。クパンジェン郡にいるのも，

彼らである。ラワン郡にいるのは，Ｍ集落第３

隣組とＮ集落第１隣組の人びとである。すなわ

ち，同村出身者といっても，夫婦あるいは兄弟

姉妹くらいの小さなグループ（２，３人から10

人程度の規模）として，郡レベルで商売上の縄

張りを作りながら出かせぎをする。

このような事実から，ごく小さな集団内で連

鎖移動が起こると判断できないこともないが，

特定出身村から同じマラン県へ出かせぎに行く

場合にせよ，当該村の人びとは，狭い一カ所に

集まって商売をするのでなく，互いに競争を激

化させないように，マラン県全体を広く郡・村

にまで広範囲に散らばっているとみるのが妥当

かと思われる。マラン県の特定の場所へ出かせ

ぎに行っているＡ村出身者のなかに，県内の別

の場所で商売をする親族がいるという人はかな

り多い。お互いの集団の商売域をできるかぎり

脅かさないために，同郷者で集住しない，もし

くは狭い商売範囲で固まって商売をしない工夫

も，各出かせぎ先でおこなわれてきた。このよ

うに，県別を郡別に代え，より詳しい出かせぎ

先の仕分けにもとづいた調査によって，「都市

のなかのムラ」の形成へと自動的につながって

いく単純な連鎖移動性が薄まり，人びとがおこ

なっている出かせぎ先の選択が，より経済合理

性を追求したもののようにみえてくる。

出かせぎの「ポートフォリオ・

セレクション」

――出かせぎ家族の家系図――

１．出かせぎ先・出かせぎ業種にかんする選

択肢

縦横に伸びる複雑な地縁・血縁が出かせぎ

ネットワークとして存在し，それは人びとに合

理的に利用されていることを，ウォノギリ県東

部ジャティプルノ郡Ａ村Ｍ集落出身のジャムー

売りスキさんの家系図 を使って，さらに確

認する。スキさんは，東ジャワ州マラン県シン

ゴサリ郡へ出かせぎ中である。

図７「スキさん一家の家系図」は，スキさん

の親，兄弟姉妹，伯父母，叔父母，いとこの４

親等における出かせぎ先と出かせぎ業種を提示

している。血縁は，情報量の豊富さや気軽さの

点で，家族成員のひとりひとりがもっとも安心

して利用できる，出かせぎネットワークである。

各人の配偶者から伸びる姻戚関係を添加して，

より広範で有効なネットワークを追記すべきと

ころだが，図の煩雑化を避けるために，ここで

はあえて省略してある。血縁のほか，村びとた

ちはさまざまな隣人・知人のネットワーク（地

縁）を持っている。

スキさん家族の４親等家系図に表れる出かせ

ぎ先は，スマトラ島の北西端ナングロ・ア

チェ・ダルサラム州バンダ・アチェから南スラ
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ウェシ州マカッサルをふくむ16カ所を数える。

図に登場する126人のうち，67人が現在出か

せぎ中である。同じ両親から生まれた兄弟姉妹

で，同じ出かせぎ先を目指す場合がよくみられ

るのは，連鎖移動の例（図７・家系図中の実線

の囲みが一例）である。しかし同時に，兄弟姉

妹であっても，しばしば出かせぎ先や出かせぎ

業種がばらばらであるようす（図７・家系図中

の点線の囲みが一例）も，同じ家系図中にうか

がえる。この家系図に表れているだけで，全国

16カ所に出かせぎ先の候補があるために，た

とえばもし実兄がいる首都ジャカルタへ行って

商売がうまくいかなかった場合，今度は母方の

いとこがいる東ジャワ州マラン県で商売をして

みるような事例が頻繁に生じる。

さらに聞き取りを進めていくと，これまでに

少なくとも一度は出かせぎ先を変えたことのあ

る人が大多数であった。とくに男性は，出かせ

図７ スキさん一家の家系図

(出所)筆者の聞き取りにより作成。

(注)○は女性，△は男性，＝は婚姻関係を示す。

性別記号の下に地名があれば，出かせぎ先を示す。さらにその下に説明がある場合，モノ売りとしての何を

商っているかを示す。性別記号の黒い塗りつぶしは，出かせぎ業種が建設現場労働者や工場労働者であり，モ

ノ売りでないことを示す。
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ぎ先に応じて出かせぎ業種も変更する傾向が強

い。夫婦で別々の出かせぎ先に向かう世帯もあ

れば，夫は村に残り，妻だけが出かせぎに行く

世帯もある。地縁・血縁だけに頼るとしても，

ある村びとにとって，出かせぎ先にたいする選

択肢はつねに多数存在する。そのため，ほとん

どの村びとは，何度も出かせぎ先を変えていて，

ある時点で「たまたま」，ある親族や隣人と同

じところにたどり着いているとみる視点が重要

になる。

ウォノギリ県ジャティプルノ郡Ａ村をふくむ

ソロ出かせぎ送り出し圏の出身者にたいして筆

者がおこなった1011件の聞き取りのうち，「こ

れまで何回出かせぎ先を変えてきたか」という

質問にたいして482件の回答が寄せられた。そ

のうち，出かせぎ先を変えたことがあると答え

た人は366人（回答数の75.9パーセント）で，

一度も変えたことのないと答えた人116人（同

24.1パーセント）より圧倒的に多い。出かせぎ

先を１回だけ変えたことのある人が93人（同

19.3パーセント），いっぽうで複数回変えてい

る人が273人（同56.6パーセント）もいた。そ

のうち，５回以上変えている人が41人（同8.5

パーセント）もふくまれている。

「自分が現在出かせぎ中の（あるいは引退前に

出かせぎに行っていた）場所以外に，近い関係

の家族成員が出かせぎ中の場所はあるか」とい

う質問にたいしては，303件の回答を得た。う

ち，「ない」と答えた人は７人（回答数の2.3

パーセント）にとどまり，大多数の296人（同

97.7パーセント）が「ある」と答えている。こ

こで「ある」と答えた人のうち，95人（同

31.4パーセント）は，複数の場所を挙げている。

要するに，地縁・血縁だけに依存して自分の将

来の出かせぎ先を選ぶにしても，その候補地は

複数カ所あるというソロ出かせぎ送り出し圏出

身者が多い。そのため，ある人が実姉のいるイ

ンドネシア第２の大都市スラバヤへジャムー売

りとして出かせぎに行っても，たとえばそこで

の商売がうまくいかない場合，今度は義兄が

バッソの商売をしている西ヌサ・トゥンガラ州

ロンボック島マタラムへ渡って，もう一度ジャ

ムー売りとして再出発してみるというような事

態が，日常茶飯である。

ここでもう一歩踏み込んで考えてみる。ジャ

ムー売りスキさんの兄弟姉妹には，４親等内に

出かせぎ先の選択肢が16カ所ある。にもかか

わらず，現在，兄弟姉妹５人みなが同じマラン

県シンゴサリ郡へ出かせぎに行っている状況

（図７・家系図中の実線の二重囲み）を，どうと

らえるべきか，それは単純な連鎖移動であるの

かどうかについて考察を加える。

図８「スキさん兄弟姉妹が東ジャワ州マラン

県シンゴサリ郡にたどり着くまで」のとおり，

兄弟姉妹５人がシンゴサリ郡入りをしている時

期はバラバラである。現在，兄弟姉妹全員がシ

ンゴサリ郡で商売をしているが，それ以前は，

先の説明のとおり，縦横に広がる濃密な地縁・

血縁を使って，それぞれが別々の場所で商売を

していた。以前スキさん以外の兄弟姉妹はジャ

カルタ市へ出かせぎに行っていたが，同じ場所

にいたわけではない 。ジャカルタ市入りを

する時期も，その際に頼った親族・知人やその

ほか情報源も，みな異なっていた。

図７の家系図では，彼らのおこなってきた出

かせぎは一見典型的な連鎖移動であるように映

るものの，図８で詳細を確認すると，彼らの出

かせぎにはただの連鎖移動とはみなしがたい要
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素もふくまれていることがわかってくる。つま

り，兄弟姉妹がいるからという消極的な理由だ

けで，全員がいっしょにシンゴサリ郡入りを果

たしたわけでなく，それぞれの都合により，そ

れぞれがほかに比べてシンゴサリ郡での商売に

利点があると感じた時点で，シンゴサリ郡への

出かせぎに踏み切ったとみることができる。兄

弟姉妹から得た同郡の商売的魅力にたいする情

報が，各人をそこに呼び寄せた最大の理由に

なっている点で，血縁の役割は重要である。し

かし同時に，今後遅かれ早かれ，別の地縁・血

縁から得た別の情報にもとづいて，シンゴサリ

郡よりもっと魅力的な出かせぎ先を見つけて，

新しい場所へ移動していく兄弟姉妹が出てくる

可能性も大いにある。このようなケースが，ソ

ロ出かせぎ送り出し圏出身の出かせぎモノ売り

のなかで，ごく一般的な出かせぎ先の決定様式

である。

もうひとつ，同じくＡ村出身者の家系図を見

ておく。図９「マラン県を中心に出かせぎを展

開中の，あるＡ村出身者一家の家系図」でも，

現在マラン県シンゴサリ郡に出かせぎ中の人が

目につくが，やはり全員が一斉にシンゴサリ郡

へやってきたわけではない。シンゴサリ郡入り

をするまでに，各人がさまざまな場所で，さま

ざまな業種による出かせぎを経験している。マ

ラン県内へ出かせぎに行っているといっても，

頻繁に行き来が可能な狭い地域に集まっている

のではなく，広く県内全域を視野に入れて，各

人が思い思いに出かせぎ先を決定している。

＊つきの楕円でマーキングした（図の左側）

夫婦に目をやると，彼らが血縁を最大限に利用

して，出かせぎ先をあちこち渡り歩いているよ

うすがわかる。彼らは，特定の出かせぎ先で儲

けることができるかできないかを指針に，もっ

とも商売利益の上がる出かせぎ先をつねに探し

求めている。血縁筋から得たある特定の出かせ

ぎ先を唯一のものとみなして，利益が上がろう

と上がるまいとそこに依拠するのでなく，血縁

を積極的，かつ戦略的に利用しようとする姿勢

が強い。

＊＊つきの楕円でマーキングした（図の右

図８ スキさん兄弟姉妹が東ジャワ州マラン県シンゴサリ郡にたどり着くまで

(出所）筆者の聞き取りにより作成。
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側）夫婦に視点を移す。彼らは，マラン県シン

ゴサリ郡でほかの家族成員たちといっしょに出

かせぎをおこなっていた時期（約15年間）が

あるとはいえ，現在，マラン県や出身村のある

ジャワ島を離れ，遠くカリマンタン島にいる。

彼らは，血縁メンバーといっしょに過ごすこと

ができるという理由をよりどころとする出かせ

ぎ先の選択に縛られないで，ジャワ島よりも商

売相手が少ないうえ，買い手の高い購買力を期

待できるジャワ島外への出かせぎを簡単に決断

した。シンゴサリ郡入りをする以前にも，スマ

トラ島（南スマトラ州パンカル・ピナンとジャン

ビ州）への出かせぎ経験があるこの夫婦は，

ジャワ島外での商売的旨みをすでによく知って

いて，新しい出かせぎ先の選択にほとんど迷う

ことはなかった。

以上，①地縁・血縁を使うだけにしても，出

かせぎ先や出かせぎ業種にかんする選択肢の幅

がかなり広いこと，②各人の出かせぎ史を詳し

く紐解くと，ある人がだれかと申し合わせて特

定の出かせぎ先にやってきたとばかりは言えな

いし，むしろその人が各地を渡り歩いてきたあ

と，特定の時点おいて「偶然」，ほかの家族成

員と同じ場所にいるとみられること，③ほかの

家族成員と同じ県へ出かせぎに行く場合でも，

狭い一カ所に集住したり，集まって商売をした

(出所)筆者の聞き取りにより作成。

(注)⑴ ○は女性，△は男性，＝は婚姻関係，×は離婚・死別を示す。性別記号の下の地名は出かせぎ先，（ ）は出

かせぎ業種／販売物を示す。出かせぎ先や出かせぎ業種（販売物）が複数記されている場合，年代が古い

順に上から並べた。

⑵ 出かせぎ先は，原則，県（市）別に示す。

⑶ 出かせぎ先がマラン県の場合，マラン Ｄ>；マラン県ダンピット郡，マラン Ｋ>；マラン県クパンジェ

ン郡，マラン県 Ｐ>；マラン県パキス郡，マラン Ｓ>；マラン県シンゴサリ郡，マラン Ｔ>；マラン県

トゥンパン郡，マラン Ｗ>；マラン県ワジャック郡と，郡名まで示す。

図９ マラン県を中心に出かせぎを展開中の，あるＡ村出身者一家の家系図
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りしているわけでは必ずしもないこと，④地

縁・血縁は，経済的な成功を収める目的で，か

なり戦略的に使われていること，⑤見込み所得

の大きさをつねに最重視しながら，各人が出か

せぎをおこなっていることなどが，聞き取りか

らわかってきた。これらはウォノギリ県ジャ

ティプルノ郡Ａ村だけに顕著な性質ではなく，

広くソロ出かせぎ送り出し圏内にごく一般的に

見られる性質である。

以下に例示するスコハルジョ県タワンサリ郡

Ｂ村出身の，ある家族の家系図（図10「ハ

ディさん一家の家系図」）においても，同様の

指摘が可能である（2005年４～５月［約１カ月］

のジャカルタ調査を中心に分析）。家族成員がと

もに同じジャカルタ市で出かせぎ中の場合でも，

実際にはジャカルタ市の南北に分かれ，それぞ

れ出かせぎ活動をおこなってきた。ジャカルタ

市内で商売・居住場所を変えているのも，それ

ぞれに儲かる場所を探してきた結果である。詳

細な聞き取りがおこなわれないかぎり，一家が

ある一時点において，ジャカルタの一カ所へ一

斉に流れ込み，出かせぎ経済活動をおこなって

図10 ハディさん一家の家系図

(出所)筆者の聞き取りにより作成。

(注)⑴ ○は女性，△は男性，□は性別不明，＝は婚姻関係を示す。性別記号の下の地名は出かせぎ先，（ ）は出

かせぎ業種／販売物を示す。出かせぎ先や出かせぎ業種が複数記されている場合，年代が古い順に上から

並べた。

⑵ 出かせぎ先は，原則，県（市）別に示す。

出かせぎ先がジャカルタの場合，より詳細に，ジャカルタ Ａ>；ジャカルタ市Ａ地区，ジャカルタ

Ｂ>；ジャカルタ市Ｂ地区，ジャカルタ Ｃ>；ジャカルタ市Ｃ地区，ジャカルタ Ｄ>；ジャカルタ市Ｄ

地区と分類した。
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いるような印象が生まれ，地縁・血縁に強く依

存した都市インヴォリューション的な出かせぎ

様式がイメージされてしまう懸念が，この家系

図に見え隠れする。

また，ハディさん一家の家系図には，親世代

と子世代，さらに孫世代へと世代交代が進むな

かで，出かせぎ先や出かせぎ業種の世襲が必ず

しも起こらないことが表れている。それらの選

択は，時代によってずいぶん違っている。すな

わち，ある人の出かせぎ先や出かせぎ業種は，

開発やそれにともなう社会経済生活の変化など，

時代の流れに応じて，フレキシブルに選択され

る。ある時点で出かせぎを開始しようとする人

は，もっとも高所得を期待できる出かせぎ先と

出かせぎ業種をつねに模索しているわけである。

今度は，図11「チトロさん一家の家系図」

を使って，モノ売りとして出かせぎをおこなう

人びとの出かせぎ先や出かせぎ業種の決定プロ

セスを，さらに詳しく説明する（2007年３月

［約１週間］のマルク州アンボン島調査を中心に分

析）。この一家は，スコハルジョ県ングトゥル

郡Ｕ村の出身者と結婚して，同村の有力者と

なったチトロさんを基点にする。図の左側部分

（図11・家系図中の実線の囲み）に目をやると，

チトロさんの息子カシマンさんとその妻カン

ティさんとの間に生まれた９人の子どもは，現

在９人ともがマルク州アンボン島へ出かせぎに

来ている。

最初にアンボン島入りをしたのは，同郷Ｕ村

出身の夫に従って，1970年からアンボン島で

ジャムーを売っている第４子である。その夫と

はすでに離婚しているが，彼女は同地での商売

を続けている。次に1971年，第４子に誘われ

る形で，第５子がアンボン島にやってきた。第

５子の妻は，ングトゥル郡に北で接するブンド

サリ郡の出身で，1968年ごろには，同郷の叔

図11 チトロさん一家の家系図

(出所)筆者の聞き取りにより作成。

(注)○は女性，△は男性，＝は婚姻関係，×は離婚・死別を示す。性別記号の下の地名は，出かせぎ先，さらにその

下は出かせぎ業種／販売物を示す。
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母に誘われてアンボン島にやってきて，ジャ

ムー売りをしていた。つまり，彼女は，夫（第

５子）よりも先にアンボン島に入っている。そ

の叔母は，軍人の甥といっしょにアンボン島入

りを果たした。しばらくすると，彼は軍人を辞

め，アンボン島で靴底職人になり，その後，東

ジャワ州スラバヤの北東に位置するマドゥーラ

島へ移って，現在まで靴底職人をしている。こ

の第４子あるいは第５子に誘われる形で，カシ

マンさん・カンティさんを父母にもつ９人の兄

弟姉妹はみな，中ジャワ州の出身地からバスと

船を乗り継いで数日かかるアンボン島まで，

続々と出かせぎにやってきた。すでにアンボン

島での商売を軌道に乗せた現在，兄弟姉妹たち

は，帰郷に際して飛行機を利用することが多い。

第６子は，アンボン市内で１，２の勢力を誇

る，バッソ・鶏そば売りの親方になっている。

すでに30人も子分がいるが，それでもまだ飽

き足らずに，故郷の中ジャワ州スコハルジョ県

ングトゥル郡より北に位置するポロカルト郡や

東に位置するカランアニャル県ジャティプロ郡

などで，つねに新しい労働力をスカウトして，

アンボン市内に連れてきては，親方業を拡大し

ている。ポロカルト郡は，彼の妻の出身地でも

ある。第６子と妻は，アンボン島で知り合った。

妻は，結婚前から兄といっしょにングトゥル郡

Ｋ村出身の親方に連れられてアンボン島に入り，

長くジャムー売りをしてきたが，今はそれを辞

めて，夫（第６子）のバッソ・鶏そばの商売を

経理担当係として支えている。兄弟姉妹のうち，

第５子と第６子をふくむ５人は，出かせぎ先の

アンボン島で出会った同郷周辺の出身者のなか

から，それぞれ配偶者を見つけている。

兄弟姉妹のうち，アンボン島でしか出かせぎ

の経験がないのは，第８子と第９子だけである。

第１子は，ジャカルタでたばこ売り，スマトラ

島ランプン州カリアンダでジャワ風汁そば・焼

きそば売り，東ジャワ州マドゥーラ島スムヌッ

プでバッソ売りを経験したのち，アンボン島で

アイスクリーム売りになった。第２子と第３子

の女性は，父母（カシマンさん・カンティさん）

がかつて出かせぎに行っていた，中ジャワ州都

スマランでジャムー売りをしていたことがある。

第５子は，中学１年生だった1971年，「アン

ボン島へ出かせぎに行けば，自転車が買える」

と，先に出かせぎを始めていた姉（第４子）や

同郷の知人から聞いて，単身でアンボン島のア

ンボン市内に乗り込んだ。まず，市場のとうが

らし売りをやってみて，それから繁華街で緑豆

ぜんざい売りになった。しかし商売は簡単には

うまくいかず，失意のうちに帰郷する。その後，

東ジャワ州のチュプ，ブローラ，ボジョヌゴロ，

トゥバン，トゥルンアグン，マディウン，パチ

タン，中ジャワ州のドゥマッ，プルウォダディ，

スマトラ島ランプン州タンジュンカランの各地

を渡り歩いて，アイスクリームの商売をしてき

た。最終的には1979年，アンボン市Ｘ地区に

落ち着き，アイスクリーム売りから商売替えを

して，現在に至るまでバッソと鶏そばを商って

いる。すでにＸ地区からＹ地区に移り，そこに

借家ではなく，自分の家を持つまでになった。

現在はバッソ・鶏そば売りの親方になってい

る第６子の場合，1974年，姉（第４子）を頼っ

てアンボン島にやってきたものの，なにか性に

合わない気がして，６カ月で島を出た。それか

ら東ジャワ州マドゥーラ島スムヌップに移って，

バッソやナシ・ブルン（nasi burung，うずらの

ローストと米飯）を売ってみる。スムヌップで
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商売をする同郷周辺の出身者のなかに，ナシ・

ブルン売りは多かったと言う。しかし，第６子

は，ここでもたった６カ月間しか持ちこたえら

れなかった。その後も，ジャワ島各地を渡り歩

いたり，村でぶらぶらしたり，将来はなかなか

定まらない。1986年，ある親族を頼って，東

ジャワ州パチタンへ出かけてみたあとで，彼は

ようやくアンボン島に腰を据える決意を固めた。

まとめると，兄弟姉妹各人がさまざまな思惑

で，さまざまな出かせぎ経験をしたうえで，最

終的にアンボン島への出かせぎに行きついてい

る。各人の出かせぎ経験を細かく追っていくな

かで，単純な連鎖移動で全員がアンボン島に集

まっているのではないことがはっきりした。中

ジャワ州都スマランで１杯500～1000ルピ

ア 程度のジャムーが，アンボン島では

1500ルピアであろうと，2000ルピアであろう

とどんどんさばける。マドゥーラ島スヌムップ

で5000ルピアのバッソが，アンボン島では１

万ルピアで飛ぶように売れる。原料費はジャワ

島でよりずっと高くても，アンボン島ではそれ

を楽に帳消しにできるほどの儲けがある。それ

ゆえ，みなアンボン島に居つく。アンボン島と

出身村を数カ月に一度往復できるほど，アンボ

ン島のモノ売りはかせぐ。兄弟姉妹がいること

だけを理由に，アンボン島への出かせぎを決め

たわけではない。

さらに言うならば，カシマンさん・カンティ

さんから生まれた９人の子どものうち，Ｙ地区

などアンボン市内に居を構えて商売をしている

のは，第５子と第６子だけである。同地区は，

ジャワ島からやってきた約300人のモノ売りを

抱える，出かせぎ者の集落である。そのほかの

兄弟姉妹７人は，それぞれジュシラ，ヒトゥ，

ガルングン，タナ・ラクなど，アンボン市内を

遠く離れた場所で，モノ売りとして活躍してい

る。アンボン島から船でセラム島の中マソヒに

渡って，商売場所を見つけようとしたのは，第

７子である。彼は，「僻地に行けば行くほど，

アイスクリームは売れる。列を作って順番待ち

をする子どもたちのために，手を休める暇なく，

アイスクリームをカップに入れる作業をしてい

ると，あっという間に売り切れだ」と，目を輝

かせて話す。兄弟姉妹がみなアンボン島にいる

とはいえ，全員が一カ所に集まって商いをした

り，居住したりしているわけではない。彼らは，

各人にとっていちばん商売繁盛を期待できる場

所に散らばっている。

チトロさんを発端とする家系図のうち，今度

は，ングトゥル郡Ｋ村に連なるグループ（図

11・家系図の右側部分。点線の囲み）に目を移す。

聞き取りによれば，このグループにも，出かせ

ぎを開始したばかりのころは，アンボン島にい

たという人が多い。しかし彼らは，カシマンさ

ん・カンティさん夫婦から生まれた９人の子ど

もたちなど親族がたくさんいるにもかかわらず，

アンボン島に居つくことなく，同島を飛び石に，

西ヌサ・トゥンガラ州スンバワ島スンバワ・ブ

サール，東ヌサ・トゥンガラ州フローレス島ワ

インガプ，マルク州カイ諸島トゥアル，アル諸

島ドボなどの新天地を目指した。かつてタンニ

バル諸島サウムラキに行ってジャムー売りに

なった人もいる。最終的には，中カリマンタン

州ムアラ・トゥウェに落ち着いた人もいる。

出かせぎ先や出かせぎ業種を決定するうえで，

血縁・地縁が大切な役割を果たすのは間違いな

い。しかし，モノ売りとしての出かせぎを志す

人びとは，それにばかり依存するわけではない。
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出かせぎのある一時点におけるデータだけを

とって分析すると，「同郷内で出かせぎ慣行が

伝播し，連鎖移動が発生する」という事実が強

調されすぎるきらいがある。聞き取りを繰り返

して，簡単には表出してこない，ひとりひとり

の出かせぎ史を徹底的に取り上げなければ，出

かせぎモノ売りの実態はつかみにくい。出かせ

ぎに行く人は，たくさんの出かせぎ先や出かせ

ぎ業種の候補のなかから，時と場合に応じて，

もっとも自分の効用を満たしてくれそうな選択

をすればよいし，実際にそうしている点にもう

少し注目されるのが適切である。出かせぎ様式

の決定は，きわめて「ポートフォリオ・セレク

ション的に」おこなわれている。

２．全国に広がる出かせぎ先

ソロ出かせぎ送り出し圏の出身者は，大都市

へばかり出かせぎに向かうのではない。ジャワ

島のジャカルタやバンドゥンなど，あるいはバ

リ島のデンパサール，スマトラ島のメダン，ス

ラウェシ島のマカッサルなど大都市においては，

オランダ植民地時代から出かせぎ経済活動に従

事してきた圏内出かせぎ先発組（たとえば，ス

コハルジョ県ングトゥル郡の出身者たち）の流入

で，都市の需要にたいするモノ売りの数はすで

に飽和状態に達している。商売競争を避け，よ

り多く収入を得るために，圏内出かせぎ後発組

（たとえば，ウォノギリ県東部の出身者たち）は，

どこかよそに出かせぎ先を探し出さなくてはな

らない。それゆえ，圏内出かせぎ後発組は，大

都市の周縁部に位置する村落部，あるいはサバ

ンからメラウケまで，文字どおりインドネシア

全国を東西に奥地の郡村にまで散らばって，出

かせぎをおこなっている。

後発組が，先発組を頼って出かせぎを開始し

た場合にも，両者がある大都市の一カ所で長く

いっしょに出かせぎ生活を送りつづけるような

事態は，それほど頻繁に発生しない。例を挙げ

れば，ソロ出かせぎ送り出し圏の出かせぎ後発

組に属するウォノギリ県東部ジャティプルノ郡

Ａ村の出身者のなかには，出かせぎ先発組が早

期に入り込んだスマトラ島南部の大都市である

ランプンやパレンバンの町への定着を避け，そ

こからさらに船を乗り継いで，バンカ島やブリ

トゥン島に渡って，モノ売りとしての商売を始

めた人がたくさんいる（前述の図４「Ａ村から

の出かせぎ者数（出かせぎ先別）」を参照）。同圏

出かせぎ先発組のなかにも，さらに先発グルー

プと後発グループが存在し，先ほど図９「チト

ロさん一家の家系図」をもちいて説明したとお

り，後発グループは，先発グループが商売上の

既得権を有する場所に長居をすることなく，さ

らなる僻地までを視野に入れて，自分自身の商

売場所を見つけ出そうと努力してきた。このよ

うな事実も，地縁・血縁が出かせぎ先や出かせ

ぎ業種を決定するための唯一の要素ではないし，

彼らの出かせぎ様式がよりダイナミックな経済

的合理性に裏づけられていることを示す。

む す び

「インフォーマル・セクター」で活動するモ

ノ売りが論じられる場合，厳しい経済社会環境

が待ち構える出かせぎ先（とくに都市部）で生

き残る手段として，地縁・血縁がしばしば強調

されてきた。しかしもう一歩踏み込んで，その

地縁・血縁の性質を調べてみると，出かせぎモ

ノ売りにたいしてこれまでとは違った印象を抱
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く。ソロ地方の特定地域，すなわちソロ出かせ

ぎ送り出し圏からモノ売りとしての出かせぎを

志す人びとの大半は，親族や知人で限られた儲

けや顧客を分け合うくらいなら，もっとほかに

出かせぎ先を見つけ出そうとするし，地縁・血

縁を最大限に利用しながらも，そのほかの情報

も駆使して，つねに自分に適した，もっともカ

ネになる出かせぎ先や出かせぎ業種を求めてい

る。彼らにとって，地縁・血縁の利用は，モノ

売りとしての出かせぎ経済活動を遂行するため

の合理的戦略のひとつにすぎない。

「出かせぎ者たちは，地縁・血縁を背景に，

どんどん新参者を迎え入れ，そこに貧困を分か

ち合う倫理が作用し，都市インヴォリューショ

ンの過程が進行する」という現象分析につなが

る連鎖移動を見直すことが本稿の目的であった

が，ここで試みたのは，連鎖移動を一足飛びに

否定する議論ではない。むしろ，連鎖移動がど

のように起こっているかをできるかぎり丹念に

追いかけるなかで，モノ売りとして出かせぎを

おこなおうとする人びとが，何度も何度も地

縁・血縁を利用しながら連鎖移動を繰り返して

きた事実を積み上げることによって，従来型の

連鎖移動論の枠組みに収まりきらない出かせぎ

モノ売りの経済ダイナミズムを抽出し，都市イ

ンヴォリューションからの脱却を図った。

インドネシアにおいて，「インフォーマル・

セクター」（とくに，モノ売り業に代表される第

３次産業部門）が都市インヴォリューションの

枠組みで概観されてきた，と冒頭から再三述べ

ている。この枠組みのなかで，地縁・血縁に由

来する村落共生メカニズムを保持することに

よって，「インフォーマル・セクター」従事者

たちの出かせぎ先での商売や生活が保障される

と理解されてきた。しかし，筆者がおこなって

きた聞き取りからは，モノ売りとしての出かせ

ぎをおこなう人びとにとっての地縁・血縁は，

唯一無二の命綱としてというより，出かせぎ先

や出かせぎ業種を選択する際，彼らの行動を円

滑化したり，よりたくさんの経済的利益を得た

りするための手がかりのひとつとしてみておく

のが適当であるとの結論が導かれる。「すでに

手近にあるのだから，利用しないと損になるし，

利用するのが得策である」というのが，出かせ

ぎモノ売りにとっての地縁・血縁である。この

ような見方は，出かせぎをおこなう人びとを合

理的個人として理解するという，ある意味，あ

まりに当然の姿勢ではある。しかし，これまで

観察者たちはここに目をつぶったために，モノ

売りの実態研究を都市インヴォリューションの

枠組みに埋没させることになったように思われ

る。

合理的個人の公準では説明できない「社会に

埋め込まれた経済」［ポランニー 1980］に包含

される事象のひとつとして，地縁・血縁からな

る同郷人の互酬的紐帯を良心的に重視し，都市

インヴォリューションの枠組みを「無意識に」

前提にすることと，経済学偏重主義で市場の完

全性と合理的個人の公準をアプリオリに採用す

ることのいずれもが，結果的には出かせぎモノ

売りの実態を多かれ少なかれとらえ損なってき

た。実際の出かせぎモノ売りたちは，生きるた

めの糧を見つけるという自然な欲求に身を任せ

て地縁・血縁を利用し，けっしてそれに縛られ

ていない。都市インヴォリューションと離れた

ところで，合理的な存在として個人を眺める枠

組みが，モノ売りの実態研究や「インフォーマ

ル・セクター」研究にとって必要とされている。
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なお，本稿が提示する合理的個人としてのモノ

売りの枠組みは，聞き取りによって地縁・血縁

のあり方を詳細に観察するところから出てきた

ものであり，経済学において市場の完全性とと

もに公準とされる合理的個人像ではないことを

強調しておく。

以上，ソロ地方出身者による出かせぎ先や出

かせぎ業種の選択における地縁・血縁の役割を

考察することで連鎖移動をとらえ直し，そこか

ら都市インヴォリューション論を脱却する道を

探求した。このほか，筆者の聞き取りや参与観

察をとおして，出かせぎ先における同郷者同士

の協業や共同活動のあり方，あるいは商売上の

価格競争や顧客獲得競争のおこなわれかたなど

を検討することで，同様の探求が可能であると

いう感触がある。

本稿では，ウォノギリ県東部の棚田地帯の人

びとをモノ売りとしての出かせぎにいざなった

スコハルジョ県ングトゥル郡周辺の諸事情につ

いて，ほとんど触れていない。また，ウォノギ

リ県東部の棚田地帯は，スコハルジョ県ング

トゥル郡を中心に置き，モノ売りとしての出か

せぎを発生させる地域（ソロ出かせぎ送り出し

圏）の一部であり，同地帯の出かせぎ史や出か

せぎ様式を説明するには，かつて農業労働者と

して出かせぎに行っていたことのほかにも，ン

グトゥル郡とのつながりが指摘される必要があ

る。これらにかんしては，ソロ出かせぎ送り出

し圏の生成に絡めて，今後別稿を準備したい。

(注１)会社で働くのが「フォーマルな」就業

機会で，モノ売りをふくむ路上商売を「イン

フォーマルな」就業機会であるとする国際労働

機関（ILO）の区分には，村井（2000，66）に

「フォーマルが『正業』のように分類するあり

方」と説明されているように，特定の価値判断

が付与される懸念がある。そこで，筆者はイン

フォーマル・セクターという用語をかっこを付

けて「インフォーマル・セクター」の形でもち

いる。

(注２)倉沢（2007，16）では「都会の中に作

られた田舎」と表現され，「ロケーションは都市

にあっても，故郷の生活様式，人間関係，慣習

を維持した共同体」であると説明されている。

(注３)連鎖移動はHugo（1977，65）のこと

ばであり，山本（1990，20）はこれを「ある地

域をとると移住はまるで鎖につながれたかのよ

うに，同一の職業，同一の都市居住地――カン

ポンとインドネシアでは呼ばれる――を目指し

て行われることになる」と説明する。そして，

「移住がこのような（引用者注―出かせぎ先駆者

からの援助を当てにするという）動機と形態の

下に行われる限り，インフォーマルセクター内

部においてすら労働移動はきわめて乏しくなる

だろう」と分析している。

(注４)ソロ市，スコハルジョ県，ウォノギリ

県，カランアニャル県，クラテン県，スラゲン

県，ボヨラリ県の１市６県にからなる，旧ソロ

（スラカルタ）理事州の領域を指す。

(注５)サンプル数は少ないが，ドゥイアント

（2005）のなかに，こうした試みがみられる。ま

た福家（1995，15-16）は，商売競争の激化に

よって，ジャムー（天然生薬飲料）売りとバッ

ソ（ミートボールスープ）売りの夫婦が北スラ

ウェシ州マナドからマルク州バチャン島ラブハ

に移動する例を描いた。早瀬（1984，100-101）

は，出かせぎ者が出生地からジャカルタに到着

するまでに何回どこを経由してきたか，ジャカ

ルタに入る直前にどこにいたか，ジャカルタ内

で住居を移動したことがあるかどうかを調査し

た。経由地については，西ジャワ，中ジャワ，

スマトラと，かなり大まかに分類されている。

(注６)Azuma（2000）は，友人，兄弟姉妹，

父親，親類など，大きな括りをもちいながら，

ある村びとがだれの伝手でベチャッ（becak，輪
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タク）引きになったかを調査している。Abdul
 

Hamid and Imam Ahmad（1992）は，東ジャワ

州ラモンガン県タマン村のソト（soto，鶏や

キャベツなどの具入りスープ）売りについて，

その業種による出かせぎのパイオニアまで遡る

試みをおこなっている。

(注７)インドネシアにおいては，フィリピン

の国際イネ研究所で開発された高収量品種の採

用，化学肥料や農薬の利用促進のための政策プ

ログラムをふくむ，稲作の農業生産集約化プロ

グラムのことをいう。1960年代の終わりごろに

始まり，70年代に本格的に展開された。

(注８)ジャワ島での例を挙げれば，中ジャワ

州トゥガル県の特定地から出かせぎをおこなっ

ているごはんもの売り（Warteg：Warung
 

Tegal，ワルトゥッグと呼ばれるトゥガル風食

堂），西ジャワ州クニンガン県の特定地から出か

せぎをおこなっている緑豆ぜんざい売り，ジョ

グジャカルタ特別州グヌン・キドゥル県から出

かせぎをおこなっている建設現場労働者，工場

労働者，家事手伝い，西ジャワ州と中ジャワ州

（とくに北海岸部）から出かせぎをおこなってい

るベチャッ引きなど，数多くの「インフォーマ

ル・セクター」従事者は，開発の時代とほぼ歩

調を合わせて現れている。

(注９)ジャワ島にも，ソロ地方出身者のほか，

東ジャワ州マドゥーラ島や中ジャワ州トゥガル

県の特定地方に，インドネシアの開発時代を

ずっと遡って出現したモノ売り集団が存在する。

(注10)筆者がおこなってきたソロ地方出身の

モノ売りにたいする聞き書きは，数字や短い

キーワードに置き換えて集計すると，1011件

（1011人：男性448人，女性563人）のデータに

なる。

(注11)ジャワ島，マドゥーラ島，バリ島，ロ

ンボック島，スンバワ島，アンボン島，スラ

ウェシ島，スマトラ島の各地で，87県（87カ

所）の調査をおこなった。本稿で記述した内容

にかんして，個々の具体的な調査名が挙げられ

る場合には，それを記した。

(注12)このような調査の間歇性は，調査の一

貫性に悪影響を与えているかもしれない。しか

し，間歇的であっても，数多くの調査地を当た

ることによってしか得ることのできない，特定

出かせぎ集団にかんする事実を重視して，本稿

は組み立てられている。調査方法について，各

地（とりわけ出かせぎ先）で見かけるジャムー

（天然生薬飲料）売りを筆頭に，モノ売りたちに

出身地を質問してみることから，調査に着手し

た。インフォーマントの見つけ方は，かなり

「行き当たりばったり」である。第１番目のイン

フォーマントの伝手で別のインフォーマントへ

と雪だるま式につながっていくこともあれば，

雪だるま式ではなく，時間をかけて別のイン

フォーマントを探したこともある。もしくは，

あらかじめモノ売りたちの出身村にて情報を得

てから，その人に会うために出かせぎ先を訪問

したこともある。したがって，実施した聞き取

りのすべてが，厳密に客観的なインフォーマン

ト選びに則していないことを，筆者も認識して

いる。

(注13)ジャワ島で民間伝承されてきた天然生

薬飲料。うこん，ばんうこん，くすりうこん，

おおばんがじゅつなどショウガ科植物，こしょ

う科のきんまの葉，たまりんどなどを中心に，

天然原料から作られる健康増進ドリンク。

(注14)小松菜や麺入りのミートボールスープ。

(注15)肉類をスライスしたものやビーフンな

どが入った，牛肉や鶏ガラベースのスープ。一

般的には，ソトと呼ばれる。

(注16)コメ粉とヤシ砂糖が主な材料の蒸し菓

子。蒸し上がりにココナッツフレークを散らす。

(注17)ここをデータで証明することは，たい

へん難しい。特定の出かせぎ先で商売をするモ

ノ売りの出身地，あるいは取りあつかい商品別

に分類されたモノ売りの数にかんする有効な

データは，いろいろな組織や役所を訪ねても入

手できなかった。そこで，筆者自身が，インド

ネシア各地を歩き回るほか，実際にジョグジャ

カルタ特別州ジョグジャカルタ市へモノ売りと

して出かせぎにやってきているソロ地方出身者

の数にかんする調査をおこなって，同地方出身
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者がジョグジャカルタ市のモノ売りのなかでも

数で多いことを証明しようと試みた［間瀬

2008，198-204］。また，スマラン理事州地区の

（麺入り）ミートボールスープ売り協会が2007

年に発表したデータによれば，「インドネシアの

モノ売り総数は4330万人であり，その約４分の

１が（麺入り）ミートボールスープ売りである」

という。（麺入り）ミートボールスープ売りのす

べてがソロ出かせぎ送り出し圏出身のモノ売り

ではないが，多くのソロ出かせぎ送り出し圏出

身のモノ売りがふくまれている。そしてそのソ

ロ出かせぎ送り出し圏出身の（麺入り）ミート

ボールスープ売りの配偶者がジャムー売りで

あったり，その弟がアイスクリーム売りであっ

たり，その友人がおもちゃ売りであったりする

と想像すれば，ソロ出かせぎ送り出し圏出身の

モノ売りの規模が数百万の規模であっても不思

議はない。彼らが小郡小村にまで入り込みなが

ら，文字どおりサバンからメラウケまでインド

ネシア全土に散らばっているようすもまた，集

団規模の大きさを物語る。ジャムー，（麺入り）

ミートボールスープ，鶏そば，アイスクリーム

などがインドネシア人の日常生活において圧倒

的な重要性をもつことから考えてみても，イン

ドネシアの「インフォーマル・セクター」にソ

ロ出かせぎ送り出し圏が果たしている役割は大

きい。

(注18)ガジャ・ムンクルダム（ウォノギリ多

目的ダム・貯水池，1976年工事開始／78年操業

開始／81年完成）は，日本の政府開発援助

（ODA）によるブンガワン・ソロ流域開発基本

計画にのっとって，建設された。これにより，

ウォノギリ県周辺地域は，雨季は洪水，乾季は

干ばつという長年の苦境を脱した。同ダム・貯

水池の建設のために，ウォノギリ県の７郡に属

する45村（51村ともされる）が水に沈み，その

住民のほとんどは，インドネシア政府によるト

ランスミグラシ（transmigrasi，英語の trans-

migration）政策（人口稠密なジャワ島から人口

希薄なジャワ島外へと，住民を移転させる政策）

に動員されながら，スマトラ島へ移住した。

(注19)現在，ングトゥル郡界隈で農業労働者

として雇われているのは，中ジャワ州ドゥマッ

（Demak）県や東ジャワ州パチタン（Pacitan）

県の出身者が多い。

(注20)ングンボロ（ngemboro）やングルン

ボロ（nglemboro）ともいう。都市に定期的に

移動しては，また村に帰る形の移動を意味する。

水野（1993，83）では，「遠隔地で働くために移

動し，長期に亘って遠隔地に滞在するが村に帰

ることを前提とする」と説明されている。

(注21)車のレンタル，レンガ作り，川での砂

採取など建材関連業種，精米所，雑貨屋などが

挙げられる。

(注22)日本軍政期や続く独立戦争期を経てイ

ンドネシアが独立を果たす以前，オランダ東イ

ンド政庁の下にありながら，王侯家による名目

的支配が許されたソロ地方では，すべての土地

が王の所有であり，租税徴収請負人兼賦役労働

徴発人を介して，耕作権と宅地権を付与された

村びとにたいして，強制的な納税と労役の義務

が負わされた。ひとりの村びとに与えられる耕

作権は，村によって異なるが，0.5ヘクタール内

外の水田にたいするものであった。耕作権の分

割は原則的に許されず，ある村びとが亡くなる

と，子どものうちのひとりにそれが引き継がれ

ることになっていた。しかし，実際には，耕作

権のある水田を複数の子どもに分割して相続さ

せる形が多かったため，ジャワ島のほかの場所

と同様，ソロ地方の水田は年を追うごとに細分

化されていった。Ａ村においては，キャッサバ

やチークの木などを植えておく乾地（畑地）が，

水田を所有していない世帯をふくめ，たとえ猫

の額ほどの広さであれ，ほぼ全世帯に所有され

ている。

(注23)参考までに，2003年２月21日の日刊

紙『コンパス』をみると，「ウォノギリ県の人

口・住民登録局のデータによれば，2002年12月

の時点で，11万404人の県民がウォノギリ県を

離れ，出かせぎ（循環型移動）中である」と記

されている。

(注24)スキさん一家にたいする聞き取りは，
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2001年１月に東ジャワ州マラン県シンゴサリ郡

でスキさんに出会って以来，同年３～４月（１

カ月間）の中ジャワ州ウォノギリ県ジャティプ

ルノ郡Ａ村にあるスキさんの出身地での住み込

み調査を経て，現在に至るまで，日常的におこ

なわれてきた。調査の形をとるより，一家のレ

バラン（断食明け大祭）時のハラル・ビハラル

（halal bihalal，家族成員が去年の過ちを互いに

許 し 合 う 場），冠 婚 葬 祭，ス ラ マ タ ン

（selamatan，共食儀礼）などをつうじて情報を

集めることが多い。

(注25)同じジャカルタにいたということでは

あるが，詳しく聞き取りをおこなうと，兄弟姉

妹は広くジャカルタ首都圏に散らばって出かせ

ぎ経済活動をしていたことが判明する。スヤッ

トさんは南ジャカルタ・カリバタ，スキヨさん

はタンゲラン州タンゲラン市・チュンカレン，

スルさんはタンゲラン州チモネ，スピさんは東

ジャカルタ・チリリタン（のちに西ジャワ州ブ

カシに移転）で，それぞれ商売をしていた。

(注26)筆者が集中的に調査をおこなっていた

2002年～07年ごろ，1000ルピアが約13円の交

換レートであった。
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